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「 

脈
々
と

繋
ぐ
道 

」

輝
く
生
命（
い
の
ち
）を

８ ２
675

　

国
土
交
通
省
は
、
セ
ン
サ
ー

付
き
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
二
段

階
横
断
施
設
等
の
技
術
を
活
用

し
た
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
直
轄
国
道
の
10
区
間
で

の
先
行
実
施
を
開
始
す
る
と
し

た
。

　

高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
約
５

割
は
歩
行
中
で
、
そ
の
う
ち
約

５
割
が
横
断
歩
道
以
外
を
横
断

中
に
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
安
全

・
安
心
な
通
行
空
間
確
保
に
向

け
て
、
セ
ン
サ
ー
付
き
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
や
二
段
階
横
断
施
設

等
の
技
術
を
活
用
し
た
交
通
安

全
対
策
を
、
今
回
、
順
次
開
始

す
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に

は
、
上
記
表
の
「
直
轄
国
道
の

先
行
対
策
区
間
（
高
齢
歩
行
者

　

手
引
き
は
、
自
転
車
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
の
作
成
方
法
等
を

解
説
す
る
「
安
全
で
快
適
な
自

転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
（
令
和
６
年
６
月
、
国

土
交
通
省
道
路
局
・
警
察
庁
交

通
局
）
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
活

用
の
観
点
か
ら
補
完
す
る
も
の

で
、
「
は
じ
め
に
」
の
ほ
か
下

記
の
３
編
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。

《
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討

に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
実
践

編
》

　

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

に
お
い
て
優
先
的
に
取
り
組
む

地
域
課
題
（
駅
周
辺
の
歩
行
者

・
自
転
車
の
交
通
安
全
等
）
に

対
し
て
、
必
要
な
デ
ー
タ
の
準

備
、
デ
ー
タ
の
重
ね
合
わ
せ
に

よ
る
分
析
方
法
等
に
つ
い
て
、

実
施
フ
ロ
ー
に
沿
っ
て
実
践
方

法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

《
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ー

タ
仕
様
編
》

　

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
状

況
（
整
備
形
態
・
区
間
等
）
を

地
図
上
で
確
認
で
き
る
「
自
転

車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
タ
」
の

標
準
仕
様
（
今
回
初
め
て
策

定
）
や
デ
ー
タ
の
作
成
方
法
に

つ
い
て
解
説

《
自
転
車
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
解

説
編
》

　

自
転
車
の
利
用
実
態
（
移
動

経
路
・
速
度
等
）
を
地
図
上
で

確
認
で
き
る
「
自
転
車
プ
ロ
ー

ブ
デ
ー
タ
」
（
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
利
用
デ
ー
タ
等
）
の
特
性
や

利
用
方
法
等
に
つ
い
て
解
説

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
鹿
島

は
、
新
名
神
高
速
道
路
（
大
津

Ｊ
Ｃ
Ｔ
（
仮
称
）
～
城
陽
Ｊ
Ｃ

Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
間
）
京
都
府
城
陽
市

の
建
設
現
場
に
お
い
て
、
今
回

の
工
事
の
施
工
を
担
当
す
る
、

鹿
島
が
開
発
し
た
建
設
機
械
の

自
動
化
施
工
シ
ス
テ
ム
４
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ⓡ
『
ク
ワ
ッ
ド
ア
ク
セ

ル
』
※
を
導
入
し
、
自
動
ブ
ル

ド
ー
ザ
と
自
動
振
動
ロ
ー
ラ
に

よ
る
施
工
を
本
格
的
に
開
始
し

た
。
高
速
道
路
の
本
線
建
設
工

事
へ
の
４
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
の
適
用

は
初
め
て
と
な
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
及
び
鹿

島
は
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
担

い
手
の
確
保
や
育
成
、
生
産
性

・
安
全
性
の
さ
ら
な
る
向
上
の

た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
な
ど
、
積
極

的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
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【
１
．
背
景
・
目
的
】

　

建
設
業
界
で
は
、
熟
練
技
能

者
不
足
や
高
齢
化
だ
け
で
な
く

就
業
者
の
大
幅
な
減
少
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
ま

た
、
全
産
業
に
お
け
る
建
設
業

の
労
働
災
害
の
発
生
率
は
依
然

と
し
て
高
い
状
態
に
あ
る
。
し

か
し
建
設
現
場
で
は
、
安
全
性

を
高
め
る
た
め
の
対
策
を
講
じ

る
ほ
ど
、
施
工
の
効
率
性
が
低

下
す
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に

近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
気

温
上
昇
に
起
因
す
る
猛
暑
対
策

な
ど
、
休
工
や
労
働
時
間
の
見

直
し
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
鹿
島
は
、
建
設

現
場
の
生
産
性
と
安
全
性
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
こ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

と
考
え
、
最
小
限
の
人
員
で
複

数
の
自
動
化
し
た
建
設
機
械
を

同
時
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
、
自
動
化
施

工
シ
ス
テ
ム
４
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
を

開
発
し
、
実
用
化
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

と
鹿
島
は
、
高
速
道
路
本
線
建

設
工
事
に
適
用
す
る
こ
と
に
し

た
。

【
２
．
本
線
建
設
工
事
で
４
Ａ

Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
を
本
格
稼
働
】

　

今
回
、
本
線
建
設
工
事
の
盛

土
部
に
４
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
を
適
用

し
、
自
動
化
施
工
を
本
格
稼
働

さ
せ
た
。
現
場
か
ら
約
２
㎞
離

れ
た
工
事
事
務
所
に
設
置
し
た

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
か

ら
、
１
人
の
管
制
員
が
自
動
ブ

ル
ド
ー
ザ
１
台
、
自
動
振
動
ロ

ー
ラ
１
台
の
合
計
２
台
を
管
制

す
る
と
と
も
に
、
自
動
ブ
ル
ド

ー
ザ
と
連
携
す
る
ナ
ビ
シ
ス
テ

ム
を
搭
載
し
た
有
人
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
２
台
を
管
理
し
て
い

る
。

　

今
回
の
現
場
へ
の
４
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｌ
の
適
用
に
際
し
て
は
、
道

路
の
縦
断
・
横
断
勾
配
、
排
水

構
造
物
、
変
化
す
る
盛
土
材
料

な
ど
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く

４
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
の
各
シ
ス
テ
ム

を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
、
盛
土

の
出
来
形
、
品
質
が
問
題
な
く

確
保
で
き
る
こ
と
を
事
前
の
実

証
試
験
で
確
認
し
た
。

【
３
．
今
後
の
展
開
】

　

今
後
、
こ
の
現
場
で
は
、

高
速
道
路
本
線
の
盛
土
約

１
５
０
万
㎥
を
対
象
に
、
最
盛

期
に
は
自
動
ブ
ル
ド
ー
ザ
２

台
、
自
動
振
動
ロ
ー
ラ
２
台
の

合
計
４
台
で
自
動
化
施
工
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

鹿
島
は
引
き
続
き
、
自
動
化

建
設
機
械
の
機
能
・
性
能
の
向

上
な
ら
び
に
適
用
機
種
を
増
強

す
る
と
と
も
に
、
現
場
環
境
に

合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る

汎
用
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
へ
発

展
さ
せ
る
こ
と
で
、
４
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｌ
の
普
及
展
開
を
図
り
、
建

設
業
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。

地方整備局等 路線名 都道府県 市町村 主な対策（案）

北海道 国道236号 北海道
幕別町 

（忠類）
センサー付き

スポットライト

東北 国道45号 青森県
階上町 

（耳ヶ吠）
センサー付き

スポットライト

関東 国道19号 長野県
長野市 

（安茂里）
センサー付き

スポットライト

北陸 国道159号 石川県
かほく市 
（木津）

センサー付き
スポットライト

中部 国道156号 岐阜県
岐阜市 

（岩田坂）
二段階横断施設

近畿 国道28号 兵庫県
淡路市 

（久留麻）
センサー付き

スポットライト

中国 国道53号 岡山県
津山市 

（一方）
センサー付き

スポットライト

四国 国道56号 高知県
黒潮町 

（浮鞭）
二段階横断施設

九州 国道220号 鹿児島県
鹿屋市 

（上小原）
センサー付き

スポットライト

沖縄 国道331号 沖縄県
八重瀬町 

（玻名城）
センサー付き

スポットライト

表　直轄国道の先行対策区間交通安全対策のイメージ
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
通
行
空
間
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な
通
行
空
間
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

～
セ
ン
サ
ー
付
き
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
の
対
策
を
開
始
～

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
転
車

の
利
用
状
況
や
地
域
課
題
を
踏

ま
え
た
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

　

今
回
、
地
方
公
共
団
体
が
、

自
転
車
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
等
を

活
用
し
て
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
検
討
が
で
き
る
よ
う
、

「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討

に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
の
手
引

き 

Ｖ
ｅ
ｒ
１
・
０
」
を
策
定
し

た
。

【
「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検

討
に
関
す
る
デ
ー
タ
活
用
の

手
引
き 

Ｖ
ｅ
ｒ
１
・
０
」
の
概

要
】

の
横
断
歩
道
以
外
を
横
断
中
の

事
故
が
発
生
し
て
い
る
区
間
と

そ
の
周
辺
部
）
」
で
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
先
行
対
策
区
間
の

取
り
組
み
結
果
を
踏
ま
え
て
、

他
の
対
策
必
要
区
間
に
も
展
開

し
、
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
な

通
行
空
間
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
更
に
推
進
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。

｢自転車ネットワーク検討に関するデータ活用の手引き｣ を策定｢自転車ネットワーク検討に関するデータ活用の手引き｣ を策定
◇自転車ネットワーク検討に関するデータ活用の手引き Ver1.0

https://www.mlit.go.jp/road/road/bicycle/index.html

高
速
道
路
建
設
事
業
で
の
建
設
機
械
施
工
の
自
動
化
・
遠
隔
化
の
社
会
実
装

高
速
道
路
建
設
事
業
で
の
建
設
機
械
施
工
の
自
動
化
・
遠
隔
化
の
社
会
実
装

A4CSELによる盛土作業の自動化施工

工事場所


